
【概要】

本推奨規格は、追跡局の相互支援伝送サービス（CSTS）のうち、局内装置の動作状態をモニタ可能とする監視データサービス

（MD-CSTS：Monitored Data Cross Support Transfer Service）を規定するものである。
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【内容】

MD-CSTSは、追跡局装置の監視対象パラメータ値

を宇宙機ミッション運用システム側に定期的に提供し、

また、最新値を検索可能にするサービスである。あら

かじめ定義した特定のイベントが発生した際には、

ユーザがその通知を受け取ることも可能である。

監視対象のパラメータ値やイベント通知を一貫した

方法で表現するためにファンクショナルリソースが使

用されており、ファンクショナルリソースの標準セット

の最新版はSANAに登録されている。

図１に示すように、単一のサービスパッケージに監

視対象データサービスのインスタンスを複数含めるこ

とができる。またMD-CSTSのすべてのインスタンス

（すなわちすべてのMD-CSTSユーザ）は、監視対象と

なるすべてのパラメータ、および当該サービスパッ

ケージに関連した通知可能なすべてのイベントにアク

セスできる。

図1 CSTS監視データサービス提供例
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